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5 水でつながる文化と地
ち

域
い き

「水と暮
く

らしの文化」「水と祈
い の

りの文化」「水と食の文化」･･･
水に感

か ん

謝
し ゃ

をしながら育まれた文化は今も引き継
つ

がれ、そして清ら
かで豊

ほ う

富
ふ

な水は1450万人の暮
く

らしを支
さ さ

えています。

▢琵
び

琶
わ

湖
こ

とその水辺景観
　- 祈

い の

りと暮
く

らしの水遺
い

産
さ ん

- 日本遺
い

産
さ ん

認
に ん

定
て い

(2章トピック日本遺産）

　近
おう

江
み

盆
ぼん

地
ち

の中央に琵琶湖を有する滋
し

賀
が

県は、周辺の山
さん

麓
ろく

に降
ふ

った雨が河
か

川
せん

をつたって流れ込
こ

む水の豊
ほう

富
ふ

な地
ち

域
いき

であり、和の暮
く

らしと祈
いの

りを映
うつ

す「水の文化」が各地で生まれ育って、今日に
伝わっています。

・「水と暮
く

らしの文化」
   針

はり

江
え

・霜
しも

降
ふり

の水辺景観
　針

はり

江
え

・霜
しも

降
ふり

地区には、豊
ほう

富
ふ

な湧
ゆう

水
すい

を謙
けん

虚
きょ

で豊
ゆた

かに利用する「カバタ」があります。湧
ゆう

水
すい

を飲み
水用、炊

すい

事
じ

用などに分け、洗
あら

い場には鯉
こい

を飼
か

っ
て残飯を処理させて、水路でつながるお隣りや
その先の河

か

川
せん

・内湖・琵琶湖のために、できる
だけきれいな水のまま流しています。

・「水と祈
いの

りの文化」 白
しら

鬚
ひげ

神社
　白

しら

鬚
ひげ

神社は、琵琶湖に浮かぶ大鳥
とり

居
い

が有名な、
近
おう

江
み

最古の大社です。その名のとおり、延
えん

命
めい

長
ちょう

寿
じゅ

の神様が祀
まつ

られており、参
さん

拝
ぱい

客も多い滋
し

賀
が

の
絶
ぜっ

景
けい

スポットです。境
け い

内
だ い

には著
ちょ

名
めい

な歌人の歌
か

碑
ひ

が多数あり、これも見所の一つになっています。

・「水と食の文化」 オイサデ漁
　人々の暮

く

らしと祈
いの

りの姿
すがた

を育んだ「水」は、
地
ち

域
いき

ならではの独
どく

自
じ

の生業や食文化も育んでき
ました。琵琶湖や川の河

か

口
こう

では、接
せつ

岸
がん

したコア
ユを生きたまま捕

ほ

獲
かく

するため、鳥の羽をつけた
竿
さお

で網
あみ

に追い込
こ

む「オイサデ漁」が春の風物詩
になっています。

４-３　水と生活文化２-６　湖上のレジャー ８-６　地下水

日本遺
い
産
さん

：地
ち

域
いき

の歴史的魅
み

力
りょく

や特色を通じて我
わ

が国の文化・伝
でん

統
とう

を語るストーリーを文化庁
ちょう

が認
にん

定
てい

するものです。

針江・霜降地区のカバタ（高島市）

白鬚神社（高島市）

オイサデ漁
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▢近
き ん

畿
き

の暮
く

らしを支
さ さ

える
　琵琶湖の水 (9-1水利用）

　滋
し

賀
が

県には510本の一級河
か

川
せん

があり、そ
のうち117本が直

ちょく

接
せ つ

琵琶湖に流入します。
一方で、琵琶湖から流れ出る川は瀬

せ

田
た

川
がわ

の
1本だけです。瀬

せ

田
た

川
がわ

は宇
う

治
じ

川
がわ

・淀
よど

川
がわ

と名
前を変えて大

おお

阪
さか

湾
わん

に注ぎます。日本最大の
面積・貯水量を有する琵琶湖の水は、滋

し

賀
が

県だけでなく、京都府・大
おお

阪
さか

府・兵庫県の
およそ1450万の人 （々滋

し

賀
が

県の人口の10
倍）の暮

く

らしを支
ささ

えています。

▢京都とつながる疏
そ

水
す い

(9-4 琵琶湖と河川、9 章トピック琵琶湖疏水）

　琵琶湖の水は、人工の琵琶湖疏
そ

水
すい

からも流れ出ています。この琵琶湖疏
そ

水
すい

の目的は、東京
遷
せん

都
と

で衰
すい

退
たい

の危
き

機
き

にあった京都を再
さい

興
こう

しようと、水車動力・水力発電による工業の近代化、運
うん

輸
ゆ

の確
かく

保
ほ

、田畑の灌
かん

漑
がい

利用、飲料水・防
ぼう

火
か

用水の確
かく

保
ほ

などでした。工事は1885年に着工され、
1890年に完成に至

いた

りました。
　鉄道輸

ゆ

送
そう

や道路網
もう

の発達に伴
ともな

い、1951年には、船を用いた輸
ゆ

送
そう

は姿
すがた

を消してしまいましたが、
近年、「琵琶湖疏

そ

水
すい

沿
えん

線
せん

魅
み

力
りょく

創
そう

造
ぞう

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」が設
もう

けられ、2018年春から、観光船の本
ほん

格
かく

運航を
開始しています。

  京都市にある琵琶湖疏
そ

水
すい

記念館では建
けん

設
せつ

過
か

程
てい

や疏
そ

水
すい

の役
やく

割
わり

などを学べます

琵琶湖の水利用区域図

明治期の疏水の様子（琵琶湖博物館所蔵） 琵琶湖疏水　観光船の様子

memo


